
保育所等における医療的ケア児受入体制について 

保健福祉部子ども子育て支援課 

１ 県内の保育所等における受入状況（令和元年９月 18日県調査）                    

  全市町村を対象に実施した保育所等における医療的ケア児の受入状況に係る調査によると、令

和元年度は４市７施設において医療的ケア児の受入を行っている。 

 

２ 受入例                                           

(1) 保護者が医療的ケアを実施している場合 

  ① 医療的ケアの内容 

    導尿 

  ② 保育所等での医療的ケア児への支援の状況 

     9：00 登園 

        保護者が園内で導尿を行う。 

    12：30 降園 

        保護者が迎えに来た際に、園内で導尿を行ってから降園する。 

(2) 看護師・保育士等が医療的ケアを実施している場合 

  ① 医療的ケアの内容 

    人工肛門、導尿 

  ② 保育所等での医療的ケア児への支援の状況 

    12：30 昼食後 

        看護師が導尿とストーマ処理。 

        ※就学に向けて自己導尿となり、その介助を行っている。 

    15：30 おやつ後 

        昼食後と同じ医療的ケアを実施。 

    随時  パウチ内に排便がたまった時などは保育士が処理する。 

 (3) 保護者・看護師・保育士が分担して医療的ケア児を支援している場合 

  ① 医療的ケアの内容 

    インスリン注射（保護者が実施） 

  ② 医療的ケア児への支援の内容 

    腕につけた測定器具による血糖値の確認及びブドウ糖摂取の補助 

（看護師又は保育士が実施） 

  ③ 保育所等での医療的ケア児への支援の状況 

    10：00 看護師又は保育士が、児童が腕につけている測定器具により血糖値を確認。 

        数値が低ければブドウ糖を摂取させる。 

    12：00 昼食前（保護者が来園） 

保護者が児童の指先から採血を行い、測定数値に合わせた量の注射をする。 

    14：00 看護師又は保育士が、児童が腕につけている測定器具により血糖値を確認。 

        数値に応じておやつの量を調整する。 



３ 課題及び対応                                           

 (1) 医療的ケア児について入所申込があった際の課題等 

  ・看護師を配置していない園では医療的ケア児の受入に困難さがある。 

  ・医療的ケア児を受入れるためには職員を加配する必要があるが、保育士不足の状況では職員

の確保が難しい。 

 (2) 保育所等において医療的ケア児を受入れた際の課題等 

  ・専門的施設ではない保育所等での医療的ケアを行うに当たって適した場所の確保が難しい。 

  ・緊急時の対応に不安がある。 

  ・他の園児へ医療的ケアが必要な児童のことをどう伝えるか配慮を要する。 

  ・人事異動により担任保育士が変わることがあるため、専任保育士を支援担当につけることが

できない。 

 

≪参考≫ 医療的ケア児保育支援モデル事業                                       

 

 


